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「つながり ささえあう みんなの地域づくり」
～歳末たすけあい運動が今年も始まります～
【運 動 期 間】12 月１日～ 12 月 31 日
【募金目標額】3,230,000 円

「歳末たすけあい運動」は、共同募金の一環として地域住民やボランテイア、民生委員・児童委員、
社会福祉施設、社会福祉協議会等の関係機関・団体の協力のもと、新たな年を迎える時期に、支援
を必要とする人たちが地域で安心して暮らすことができるよう、住民の参加や理解を得てさまざま
な福祉活動を重点的に展開するものです。
今年も「つながり ささえあう みんなの地域づくり」をスローガンに歳末たすけあい運動を実施
いたします。市民の皆様をはじめ、企業や学校、各種団体の方々など、多くの皆様のご理解とご協
力をお願いいたします。皆さまのあたたかい善意をお寄せください。

児童扶養手当を受給し
ている世帯を対象に生計
の維持と子どもの健全な
育成を図ることを目的に
支援を行います。

歳末ささえ愛事業
（市内全域）

年末年始に各サ
ロンが行う地域で
の交流会を支援い
たします。

地域交流会等
助成事業

（東和地域）

市内で障がい児（者）・
子育ての支援活動をして
いる福祉施設・団体等を
対象に年末年始行事の
開催に対する支援を行い
ます。

歳末障がい児（者）・
子育て支援事業
（市内全域） 福祉ニーズをもつ方

を対象に、食料品・生活
用品等を配布することで
年末年始の生活支援を
行います。

歳末食料支援事業
（市内全域）

ボランティアの
協力をいただき建
具の修理などの補
修事業を行います。

簡易住宅
補修事業

（安達地域）

絵手紙ボランティアに
協力いただき、高齢者世
帯への絵手紙年賀状を贈
呈いたします。

絵手紙年賀状贈呈事業
（安達地域）

一人暮らし・高
齢者のみの世帯を
対象にお菓子等を
持ちながら年末の
安否確認を目的に
訪問します。

歳末安否確認事業
（安達・東和地域）

一人暮らし・高齢
者のみの世帯を対
象に折詰セットを持
ちながら年末の安
否確認を目的に訪
問します。

年末安否確認事業
（岩代地域）

高齢者世帯の
方々を対象に実施
している配食サービ
ス事業の利用者に
クリスマスケーキを
宅配いたします。

クリスマス
ケーキ宅配事業
（岩代地域）

《歳末たすけあい募金の配分金で実施する事業》
皆様からお預かりした募金は、次のように使われます。（各地域で実施する事業は異なります。）

※上記事業の他、年末年始の各事業へ配分いたします。また、募金額が事業費を超えた場合は翌年度の地域福祉事業に
　充てさせていただきます。



10 月１日から全国一斉にスタートしました「赤い羽根共同募金運動」は、市民の皆様
のあたたかいご協力をいただき、今年度も多くの浄財をお寄せいただいております。二本
松市では 12 月末まで募金運動を実施しており、来年度に市内外で行われる地域福祉活動
の財源となりますので、引き続き皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

二本松地域４年ぶりの街頭募金
～福幸祭　2023～

東和地域街頭募金
～「東和ふるさと祭り」会場にて～

11月５日（日）開催の「第 54 回東和ロードレース大会」において、
社協の登録ボランティア及びボランティアスクールの高校生ら計
10 名が、〝給水ボランティア＂として参加協力しました。

当日は天候にも恵まれ、澄み渡る秋晴れの下、1,219 名のラ
ンナーが颯爽と駆け抜ける中、コース脇２ヶ所の給水所において
活動、声援を送りました。選手たちの雄姿から、ボランティアの
方々も感動と活力をいただき、心身共に晴れやかな一日となりま
した。

「第 54回東和ロードレース大会」において
〝給水ボランティア″が活躍しました。～東和支所

赤い羽根共同募金へのご協力
ありがとうございます
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１０月３０日（月）本会非常勤職員として長きにわたり
勤務いただきました皆様に、表彰状と記念品を贈呈さ
せていただきました。

本会非常勤職員永年勤続者表彰

○30年永年勤続　武藤　美喜子　様
○25年永年勤続　熊田　　民　様、菅野　洋美　様
○20年永年勤続　田巻　幸子　様、遠藤　秀子　様
○10年永年勤続　大内　幸子　様、浅川　悦子　様
 佐藤　久子　様、浦山　孝子　様

10月１９日（木）福島市において、
「第7１回福島県身体障がい者福祉大
会」が開催され、障がい者福祉活動に
貢献された次の方々に対し、感謝状が
贈られました。誠におめでとうござい
ます。

第７１回 福島県身体障がい者福祉大会

○加盟団体運営協力者感謝状授与
　斎藤　　 亘 　様（安　達）　
　八木原　保弘　様（岩　代）

「第7７回福島県社会福祉大会」席上で、社会福祉のために貢献された次の方々に対し、表彰状
及び感謝状が贈られました。誠におめでとうございます。

第７７回　福島県社会福祉大会

○福島県社会福祉大会会長表彰状授与（民生委員・児童委員）
　　菅野　妙子　様（二本松）　　松坂　豪智　様（岳　下）

○福島県社会福祉大会会長表彰状授与（ボランティア功労）
　　斎藤　幸子　様（東　和）　　市川　達志　様（安　達）
　　二本松市健康推進員会岩代支部　様（岩　代）

○福島県社会福祉大会会長表彰状授与（永年勤続功労）
　　佐藤　葉子　様　　寺島　香織　様

○福島県社会福祉大会会長感謝状授与（ボランティア功労）
　　佐藤　照夫　様（安　達）　　スマイルリース　様（東　和）
　　二本松観光ボランティアガイド協会　様（二本松）
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地
域
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宝
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み
ぃ
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け
た
！

地
域
の
宝
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み
ぃ
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け
た
！
第23回

　
地
域
住
民
の
方
々
が
暮
ら
し
の
中
で
育
ん
で
き
た
支
え
合
い
の
活
動
、
生
活
の
中
で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
、
地
域
の
サ
ロ
ン
、
集
い
の
場
等
を
地
域
の
資
源(

宝
物)

と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

生活支援コーディネー
ターが地域で活動する中
で出会った活動等を掲載
しております。「ウチの地
域の活動を載せたい！」と
いうことがありましたら、
ぜひご連絡ください。
【問い合わせ】
二本松市社会福祉協議会
地域福祉課 市民活動推進係
電話：23-7867

東
和
方
部
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

 

支
え
合
い
の
学
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会
を
開
催
！

東
和
方
部
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
の
学

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。「
広
げ
よ
う
！

お
た
が
い
さ
ま
〜
支
え
合
い
の
地
域
づ
く

り
〜
」
と
題
し
て
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
か
ら
講
話
と
支
え
合
い
の
地
域

づ
く
り
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
を
考
え
な
が

ら
、
東
和
地
域
に
あ
る
既
存
の
支
え
合
い

活
動
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

特
に
隣
近
所
付
き
合
い
が
深
く
、
お
祭

り
や
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
、
サ
ロ
ン
活
動

な
ど
、
暮
ら
し
の
中
で
育
ん
で
き
た
支
え

合
い
活
動
が
活
発
な
地
域
性
で
あ
り
、
そ

の
ど
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す

た
め
に
大
切
な
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

成
田
２
区
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
再
開
♪

 

（
岳
下
地
区
）

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
地
域
の
様
々
な
活

動
に
触
れ
な
が
ら
理
想
の
地
域
づ
く
り
を

お
手
伝
い
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
声
が

け
く
だ
さ
い
。

　
成
田
２
区
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
活
動
を
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
か
ら
活
動
を
再
開
し
、
住
民
同
士
の

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
笑
い
ヨ
ガ
、

手
作
り
の
替
え
歌
で
心
と
体
を
た
っ
ぷ
り

動
か
し
、
た
く
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ん
笑
い
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し
た
。
ま
た
、

元
航
空
自
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隊
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イ
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ト
の
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を
講
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招
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て
、『
空
の

守
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と
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「
空
」
よ
も
や
ま
話
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か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
貴

重
か
つ
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
お
話
し
で
、

参
加
者
か
ら
質
問

が
飛
び
交
い
ま
し
た
。
毎
回
、
地
域
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
に
担
当
し
て
い
た
だ
き
、

地
域
住
民
全
員
で
サ
ロ
ン
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
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二本松市社会福祉協議会で実施している
在宅で使える介護保険のサービス

居宅介護支援（ケアプランセンターにほんまつ）
要介護認定を受けた利用者様・ご家族様が『自宅でどのように暮らしたいか』
をケアマネジャーと相談し、医療・介護・地域資源等のサービスを調整し在宅
生活の支援を行います。

介護保険以外の福祉サービス

訪問介護（ヘルパーステーションにほんまつ）
要介護・要支援認定を受けた利用者様のご自宅をヘルパーが訪問して、
自立した在宅生活が送れるようお手伝い致します。
●入浴や排泄、食事介助等の「身体介護」
●調理、洗濯、掃除等の「生活援助」
※障がいのある方にも訪問しています。担当の相談員や市役所にご相談下さい。

訪問入浴（入浴ステーションにほんまつ）
利用者様の自宅に簡易浴槽を持ち込み、体調確認を行ったうえで、安心して
入浴いただけるように援助します。
※障がい手帳をお持ちの方にも訪問します。市役所にご相談下さい。

通所介護（デイサービスセンターにほんまつ・あだち・いわしろ）
利用者様宅からデイサービスまで専用の車両で送迎し、日帰りで食事・
入浴等のサービスが受けられます。
また、体操やゲーム等のレクリエーションも実施しています、マッサー
ジ機等もありますので希望される方はご利用できます。
※食費、日常生活費は別途負担となります。

生きがいデイサービス
（二本松・岩代生きがいデイサービスセンター）
介護保険の要介護・要支援状態には至らない身体の弱いおお
むね 65 歳以上の方対象に健康維持増進・介護予防・孤独感
の解消を目的に自宅から施設まで専用バスで送迎し、食事の
提供、施設に合わせた体操・レクリエーション等を行います。
相談窓口：市役所高齢福祉課・市役所各支所等

☆登録ヘルパー募集中！ 空いている時間を活かして一緒に働きませんか？
〈特　　色〉　①給与：時給 1,100 円＋交通費＋処遇改善手当もあります。
　　　　　　②月 1 回定例会で情報交換や伝達・定期的にＡＥＤ等の研修を行います。
　　　　　　③経験年数により 10 年から５年毎に職員の表彰を行います。（３０年まで）

道の駅さくらの郷
かかしコンテストで、

岩代生きデイの利用者様が
制作した作品が最優秀
グランプリを受賞 !!
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福祉用具・住宅改修のことなら
おまかせください!!

〒960-0112 福島市南矢野目字鼓原18-8
☎024-552-1031

☆営業時間 9：00～18：00（日・祝休み）☆
高気圧酸素ルームも絶賛営業中!!☆★☆一人ひとりに合ったお仕事探しをサポートします☆★☆

〜ご寄付ありがとうございました〜

　「社会福祉のためにお役立てください」と、次の皆さまから心
温まるご寄付をお寄せいただきました。
　ご趣旨に沿って有効に活用させていただきます。

二本松方部あだたらクラブ女性部様より昨年
度に引き続き雑巾のご寄付をいただきました。
ありがとうございました。

令和５年9月1日～令和５年10月３１日

　　（故）遊佐テル子　様（油井字長谷堂）
　　　大内　三郎　様（宮本）
　　（故）野地　　安　様（下川崎字古城内）
　　（故）安齋　正芳　様（油井字福岡）
　　（故）安齋　ナヨ　様（上川崎字坂ノ下）
　　　野地　雅代　様（金色）
　　（故）安齋　ヒテ　様（油井字大窪）
　　　三浦　一弘　様（笹屋）

個人

二本松NOK株式会社様（宮戸）
二本松方部あだたらクラブ女性部様（亀谷）
（その他、匿名４名）

団体

二本松ＮＯＫ株式会社様よりフリーズドライ
ライスのご寄付をいただきました。ありがとう
ございました。

作：三浦清英（岩代）

ー高齢者の身元保証・生活支援事業新設ー
日常生活からもしもの時まで

高齢者の「家族の代わり」としてサポートします！
身元保証支援／生活支援／もしもの時の支援・葬送支援

お気軽に
お問合せ
下さい

日本福祉サービス株式会社
福島身元保証支援センター「信愛の会」
TEL 0243-24-6071
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※1.6㎡未満の「サイズ小」でも補助金がありますし、性能区分についてはメーカー発行の「性能証明書」に記載されています。
※熱還流率は、窓の外側と内側の間をどれだけ熱が伝わるのか「Uｗ値」と数値で表して区分したものです。
●P：Uｗ値が1.1以下、S：Uｗ値が1.5以下、A：Uｗ値が1.9以下

Ⓡ

冬の寒さ、夏の暑さを軽減したい方へ
窓から省エネリフォーム

補助額の例：内窓１箇所ごとの補助額先進的窓リノベ事業

※制度の適用には条件があります。

窓断熱リフォームで健康・快適生活を!

最大50%相当還元

補助金がもらえる対象期間は？

2023年12月31日まで
に工事完了した案件。ただ
し、申し込みが非常に多く、
予算枠がすぐに埋まると想
定されるため、ご検討の際は
お早めにお問合せください。

他の補助金「こどもエコ
すまい支援事業」と併用
できるのでさらにお得です。

サイズ 性能区分 補助額

大
2.8㎡
以上

中
1.6㎡
以上

P

S

A

P

S

A

124,000円

84,000円

69,000円

84,000円

57,000円

47,000円

今なら補助金で
最大200万円お得!!

　◆本所　　　生活相談係（二本松・安達地域） ☎0243－２３－８２６２
　◆岩代支所　地域福祉係（岩代地域） ☎0２4３－６５－２００３
　◆東和支所　地域福祉係（東和地域） ☎0２4３－６６－２５２２

　福島県社会福祉協議会では、他の貸付制度が利用できない低所得世帯を対象に、高校、専門学校、
大学等への就学に必要な経費の貸付を行っています。相談及び申込窓口は市町村社協となっていま
すので、当協議会本所及び各支所へご相談ください。

生活福祉資金「教育支援資金貸付制度」のご案内

◇入学に際し必要な経費
入学金、制服、教科書等
の入学時に学校に納入す
る経費

◇修学に必要な経費
授業料、参考書、学用品、
交通費（通学定期代）、賃
貸アパート家賃など

①高等学校（専修学校高等課程含む）… 月額35,000円以内
②高等専門学校 …………… 月額60,000円以内
③短期大学（専修学校高等課程含む）… 月額60,000円以内
④大学 ……………………… 月額65,000円以内

500，000円以内就 学 支 援 費

教 育 支 援 費

※日本学生支援機構の奨学金や母子・寡婦福祉資金、福島県奨学生制度、日本政策金融公庫等からの貸付を利
用できる場合はその貸付が優先となります。利用できる他制度については条件等も異なりますので、お子さ
んの通学する学校にもご相談ください。
※原則として、修学する本人が資金の借受人になり、世帯の生計中心者が連帯借受人となり申し込みます。
※手続きには約１ヶ月かかります。まずは、お電話にてお早めにご相談ください。

※受付時間：月～金曜日　午前９時～午後４時（土･日･祝日、12/29～1/3はお休みです）

貸付資金の種類 対象経費 貸付限度額

相談・お申し込み窓口

　◆本　　所　（市安達支所内） ☎0243－２３－８２６２
　◆岩代支所　（岩代地域福祉センター内） ☎0２4３－６５－２００３
　◆東和支所　（市東和支所内） ☎0２4３－６６－２５２２

　市民の皆さんが安心して暮らせるよう、“心配ごと相談所”を開設し、日常生活のあらゆる不安や悩
みごとの相談に応じ、解決への糸口を見つけるお手伝いをしています。お電話での相談もできますの
で、どうぞお気軽にご相談ください。

《 心配ごと・悩みごとはありませんか？ 》

【開設場所・連絡先】二本松市社会福祉協議会
相談無料

秘密厳守
です。
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